
様式第２号(第９条関係) 

会  議  録 

会議名称 令和８年度 第１回大空町廃棄物減量等推進審議会 

開催日時 令和８年６月２６日（金） 
午後６時３０分から 

午後７時３０分まで 

開催場所 大空町役場庁舎３階１号会議室 

出席者の氏名 

坂本一光 会長、菅野宏治 副会長、藤本京一 委員、 平泉謙委員、

奥谷真由美 委員、大槻晶子 委員、辻亜矢子 委員、嶋崎武 委員 

事務局：住民課 砂金課長、佐藤主幹、早川主事補 

    住民福祉課 菅野課長 

傍聴者の数 なし 

会議資料の名称 

令和８年度第１回大空町廃棄物減量等推進審議会議案 

資料１－１、１－２ 廃棄物の処理状況、経費・収入の状況 

資料２ 広域中間廃棄物処理施設整備に係る進捗状況について 

資料３ 大空町一般廃棄物処理基本計画について 

審議内容及び結果 

【審議内容】 

（１）令和７年度における廃棄物処理状況について 

（２）広域中間処理施設整備に係る進捗状況について 

（３）大空町一般廃棄物処理基本計画について 

（４）その他 

 

【審議結果】 

本審議会案件は報告事項のみであったが、新たな広域中間処理施設

の供用開始にあたって、廃棄物の処理方法等に変更がある場合は、早

目に周知に努めるよう意見を付された。 

 

http://www.city.yoshikawa.saitama.jp/reiki/reiki_honbun/word/006510031.doc


＜審議会顛末＞ 

１ 開  会 

〔会長〕あいさつ 

 

２ 議  事 

（１）令和７年度ごみ処理状況について 

＜事務局説明概要＞ 

・年間の廃棄物処理量は、これまで通りの減少傾向。 

・増減の主な要因として、家庭系以外の廃棄物量が影響と推測。 

・旧両処分場の埋立地のバランスを考えながら処理を行う。 

・埋立可能年数を災害廃棄物量による影響も考慮し、１０年程度と

仮定し、次の最終処分場整備の準備を進める必要がある。 

・資源物処理量は、紙類、ビン・缶類の減少傾向が比較的大きいが、

プラスチック、ペットボトルについては、ほぼ横ばい。小型家電

については、片付けごみの様なものも多いため、やや増加。 

・料金改定により「ごみ処分手数料」と「ごみ収集運搬手数料」の

合計額は、当初目標金額を達成。 

・施設維持管理経費の増や委託料（主に人件費）の増加や、他自治

体からの焼却施設維持管理負担金の減少等があり、目標としてい

た「収入割合 30％」に届いていないことから、今後は別の収入

確保策の検討も必要。 

 

 質問・意見無し 

 

（２）広域中間処理施設整備に係る進捗状況について 

＜事務局説明概要＞ 

・美幌町の報徳（下水処理場近く）に焼却処理施設を建設予定。 

・ダイオキシン類発生抑制のため24時間連続運転が可能な焼却炉を

２炉整備（24t/日の炉を２炉） 

・余熱利用や環境学習機能も備える計画 

・負担割合は、建設費は「均等割30%・人口割70%」、管理運営費は

「均等割20%・ごみ量割80%」で協議が終了。 



・令和８年２月に広域処理を行う市町で構成される「斜網地区廃棄

物処理組合」が設立済。令和９年５月から設計、令和10年７月か

ら建設工事に着手し、令和13年10月～令和14年７月の供用開始を

目指す。  

 

〔委員〕新しい施設になると、これまでごみの出し方など変更になる

部分もあると思うが、どのようなことがあるか。変更があれば、

早目にしっかり周知して欲しい。 

〔事務局〕生ごみが燃やすごみの区分になる。出す際に注意すること

も変わってくると思われる。色々な場面・方法で周知していきた

い。 

〔委員〕２４時間連続運転のメリットはどのようなことがあるか。 

〔事務局〕燃焼温度を安定させることができるため、ダイオキシン類

の発生を抑制できることが想定される。また、一度炉内の温度が

下がってしまうと、再度燃焼を開始し、一定の温度に到達させる

際に多量の石油燃料が必要となることが想定できる。 

〔委員〕停電時の処理はどのようになるか。 

〔事務局〕非常用電源があり、３日間は施設の稼働が可能。また、３

日間程度の廃棄物を貯留できるピットを整備する。それを超える

廃棄物が生じた場合は、一時搬入を中止することとなる。 

〔委員〕資料に「搬入は、美幌町民以外は、収集車のみ」とあるが、

どういう意味か。 

〔事務局〕直接搬入は、美幌町民のみ可能という意味である。大空町

民の可燃ごみは、大空町内にストックヤードのようなものを整備

し、収集以外の直接搬入について検討する。 

〔委員〕未定の部分もあるようだが、そのようなことも、早目の周知

が必要。 

〔事務局〕色々な方法で周知していく。 

 

（３）大空町一般廃棄物処理基本計画について 

 ＜事務局説明概要＞ 

・ごみ処理基本計画と生活排水処理基本計画から構成される計画



で、廃棄物処理法の中で策定が義務付けられている。 

・現計画は、平成２９年度から令和１３年度までの１５年の長期計

画である。５年ごとの見直し時期を迎えていたが、広域化の方向

性が見えるまで見直しを見送っていた。 

・今年２月に一部事務組合が設立され広域処理における基本計画も

策定されたため、令和９年度からの新たな「大空町一般廃棄物処

理基本計画」を策定することとした。案ができ次第、本審議会に

意見を求める予定。 

 

〔委員〕生活排水処理については、どのようなっているか。 

〔事務局〕汲取り人口を減らすため、汲取り住宅等への合併処理浄化

槽の設置を進め、水洗化を進める。 

 

（４）その他 

〔委員〕ナフサ由来の原料不足で指定ごみ袋が足りなくなっている自

治体があるとのこと、大空町の状況はどうなのか。 

〔事務局〕早目の発注で、今年度内に使用する分については、確保で

きたと認識している。 

 

【以上、午後７時３０分 閉会】 

 

 

 


